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※ は、目視確認した番付

は、推定番付とする

※黒文字番付は、系統が合わない番付

　凡 例　[床下部材(床束・土台・足固・大引)に確認された番付]　　

：和室棟、侍女棟の番付

：洋室棟、玄関・事務棟の番付

※番付記載位置は、部材側面に記載されるもの

部材天端に記載されるもの

とする

※ は、古図面及び現地調査で推定される

　当初間仕切線とする
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番付状況図(床下部材で確認) S=1/120(A3)
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資料２-３　＜旧滄浪閣(伊藤博文邸跡・旧李王家別邸)＞(旧李王家別邸)　番付状況図


